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国
内
１
号
機
、小
ロ
ッ
ト
・
他
品
種
対
応

ドルック
FFGS

ホ
ー
ナ
ー
社
中
綴
機
を
導
入

ホ
ー
ナ
ー
社
中
綴
機
を
導
入

ドルックに設置されたHSB9.000

Ｂ縦半裁システム35Sの新機能を実演

KOMORIシステム会

東
西
合
同
シ
ス
テ
ム
会

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

需

要

対

応

Ｂ
５
×
４
Ｐ
新
機
能
発
表

アサプリ・KOMORI

Ｋ
Ｐ
コ
ネ
ク
ト
と
独
自
Ｍ
Ｉ
Ｓ
連
携

次
世
代
の
見
え
る
化
実
現
す
る
内
覧
会

アサプリホールディ
ングスの松岡社長

工
場
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
設
置

71名が参加した内覧会

研修会場を提供した
宮腰社長 挨拶する櫻井会長

研
修
会
で
講
義
す
る
知
識
氏

２
０
１
９
年
Ｄ
Ｓ
Ｆ
総
会

４
つ
の
研
究
会
で
勉
強

DSF

新
会
長
に
白
橋
氏

挨拶する白橋会長

フォーム工連

原
理
を
理
解
し
ロ
ス
・
ミ
ス
減

技
術
力
テ
ー
マ
の
寺
子
屋
を
開
催

原システム会幹事

持田社長

　富
士
フ
イ
ル
ム
グ
ロ
ー
バ
ル

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

（
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｓ
）
は
ド
イ
ツ
・
Ｈ

ｏ
ｈ
ｎ
ｅ
ｒ
社
の
中
綴
じ
製
本

機
『
Ｈ
Ｓ
Ｂ

　９
．
０
０
０
』

の
国
内
１
号
機
が
、
北
海
道
旭

川
市
の
㈱
ド
ル
ッ
ク
に
導
入
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、２
月
15
日
、

同
社
工
場
内
で
記
者
発
表
会
を

開
い
た
。

　ド
ル
ッ
ク
は
旭
川
市
の
㈱
総

北
海
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
、
Ｕ

プ
ロ
活
用
事
例
内
覧
会
』
を
開

催
し
た
。
定
員
を
超
え
る
71
名

が
参
加
し
た
内
覧
会
で
は
、
印

刷
現
場
や
作
業
工
程
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
管
理
で
効
率
化
し
、
実

績
と
コ
ス
ト
管
理
の
見
え
る
化

を
実
現
す
る
ア
サ
プ
リ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
た
。

　同
社
は
印
刷
を
主
軸
に
８
社

の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
経
営
し
て

い
る
。
特
に
㈱
ア
サ
プ
リ
、
㈱

プ
リ
ン
タ
ー
、
㈱
オ
リ
エ
ン
タ

ル
の
３
社
の
工
場
は
、
受
注
か

ら
制
作
、
出
力
、
印
刷
、
加
工
、

出
荷
ま
で
一
元
管
理
で
き
る
独

自
の
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム
「
Ａ

Ｐ
Ｇ
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
。
印

刷
工
程
や
資
材
の
見
え
る
化
で

時
間
当
た
り
の
生
産
性
を
高
め

て
い
る
。
さ
ら
に
Ａ
Ｐ
Ｇ
シ
ス

テ
ム
と
Ｋ
Ｐ
―
コ
ネ
ク
ト
プ
ロ

を
連
携
す
る
こ
と
で
、効
率
化
、

見
え
る
化
、
コ
ス
ト
管
理
な
ど

を
強
化
し
て
い
る
。

　内
覧
会
の
冒
頭
、
小
森
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
梶
田
英
治
常

務
執
行
役
員
は
「
印
刷
業
界
は

労
働
人
口
の
減
少
に
伴
う
人
手

不
足
や
小
ロ
ッ
ト
対
応
な
ど
が

求
め
ら
れ
る
。
近
年
は
資
材
が

高
騰
し
、利
益
確
保
が
困
難
だ
。

Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
は
Ａ
Ｐ
Ｃ
や
Ｋ

Ｈ
Ｓ
―
Ａ
Ｉ
な
ど
高
度
な
自
動

化
技
術
を
開
発
し
、
印
刷
会
社

様
の
利
益
向
上
に
貢
献
す
べ

く
、
工
程
間
の
ロ
ス
を
排
除
す

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
提
供
し

て
き
た
。
し
か
し
、
工
場
全
体

の
生
産
性
を
高
め
な
け
れ
ば
真

の
利
益
向
上
に
貢
献
で
き
な
い

と
考
え
、
２
０
１
４
年
か
ら
Ｋ

Ｐ
―
コ
ネ
ク
ト
の
開
発
を
始
め

た
」
と
Ｋ
Ｐ
―
コ
ネ
ク
ト
の
３

つ
の
特
長
を
挙
げ
、「
Ｋ
Ｐ
―

コ
ネ
ク
ト
は
日
本
、
米
国
、
欧

州
、
中
国
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
て
い
る
。
現
在
、
２
５
０
台

以
上
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
必

ず
利
益
向
上
に
貢
献
で
き
る
と

確
信
し
て
い
る
」と
挨
拶
し
た
。

　Ｋ
Ｐ
―
コ
ネ
ク
ト
は
①
オ
ー

プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
採

用
、
②
実
態
を
把
握
し
た
印
刷

業
に
特
化
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
、
③
印
刷
機
に
直
接
つ
な
が

る
こ
と
で
詳
細
な
情
報
を
得
ら

れ
る
、
と
い
う
特
長
を
持
つ
。

　内
覧
会
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
ア
サ
プ
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
松
岡
祐
司
社
長
が
『
基

幹
シ
ス
テ
ム
と
Ｋ
Ｐ
―
コ
ネ
ク

ト
の
統
合
に
よ
る
次
世
代
の
見

え
る
化
』
を
演
題
に
、
自
社
の

取
り
組
み
や
経
営
の
考
え
方
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　松
岡
社
長
は
見
え
る
化
の
前

提
と
し
て
、
目
的
を
明
確
に
し

て
社
員
と
共
有
し
、
納
得
を
得

る
こ
と
が
必
要
だ
と
強
調
。
同

社
で
は
『
付
加
価
値
（
限
界
利

益
）
‖
売
上
―
変
動
費
（
仕
入

れ
＋
外
注
）』
の
数
字
を
全
社

員
が
共
有
し
て
い
る
。
付
加
価

値
を
逃
が
さ
な
い
た
め
に
自
社

で
Ｍ
Ｉ
Ｓ
（
基
幹
シ
ス
テ
ム
）

『
Ａ
Ｐ
Ｇ
シ
ス
テ
ム
』
を
開
発
。

見
積
も
り
か
ら
各
工
程
別
の
進

捗
、
請
求
ま
で
の
業
務
情
報
の

管
理
を
可
能
に
し
、〝
正
し
い

数
字
に
よ
る
経
営
〞
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
印
刷
業
務
の
生
産

性
を
向
上
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、『
技
術
の
標
準
化
』と『
生

産
性
の
見
え
る
化
』
を
挙
げ
、

さ
ら
な
る
見
え
る
化
の
強
化
を

図
る
べ
く
、
Ｋ
Ｐ
―
コ
ネ
ク
ト

プ
ロ
の
導
入
に
至
っ
た
と
説

明
。
Ａ
Ｐ
Ｇ
シ
ス
テ
ム
と
Ｋ
Ｐ

―
コ
ネ
ク
ト
プ
ロ
の
連
携
で
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
進
捗
状
況
が

見
え
る
よ
う
に
な
り
、
待
ち
時

間
の
削
減
や
非
稼
働
時
間
の
減

少
、
残
業
の
削
減
、
生
産
効
率

の
向
上
に
繋
げ
て
い
る
。

　最
後
に
松
岡
社
長
は
見
え
る

化
の
目
的
に
つ
い
て
「
見
え
る

化
は
、
ア
サ
プ
リ
グ
ル
ー
プ
全

社
員
の
幸
せ
を
追
求
す
る
た
め

の
ツ
ー
ル
。
同
地
区
同
業
他
社

よ
り
10
％
以
上
高
い
時
間
当
賃

金
体
系
を
目
指
す
」と
述
べ
る
。

ま
た
、
見
え
る
化
の
成
果
と
し

て
、
毎
月
の
利
益
目
標
を
達
成

し
た
際
に
現
金
を
支
給
す
る

『
目
標
達
成
報
奨
金
』
や
毎
月

変
動
型
の
営
業
手
当
な
ど
、
独

自
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　引
き
続
き
（
公
社
）
日
本
印

刷
技
術
協
会
の
花
房
賢
氏
が

『
早
わ
か
り

　見
え
る
化
導
入

の
ポ
イ
ン
ト
』
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
受
注
１
点
あ
た
り
、
か
つ

工
程
単
位
で
損
得
が
分
か
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が『
見
え
る
化
』

だ
と
説
明
し
た
上
で
、
Ｊ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｔ
の
『
見
え
る
化
実
践
塾
』

を
紹
介
し
た
。

　特
別
セ
ミ
ナ
ー
の
後
は
、
ア

サ
プ
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

社
内
を
見
学
。
営
業
・
総
務
か

ら
制
作
、
印
刷
ま
で
の
各
工
程

を
周
り
な
が
ら
、
見
え
る
化
の

状
況
を
学
ん
だ
。

　㈱
小
森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
２
月
15
日
、
三
重
県
桑
名
市

の
㈱
ア
サ
プ
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
で
、『
Ｋ
Ｐ
―
コ
ネ
ク
ト

Ｖ
印
刷
に
よ
る
特
殊
印
刷
と
、

製
本
・
後
加
工
を
手
掛
け
る
。

印
刷
設
備
に
Ａ
全
判
Ｕ
Ｖ
５
色

機
、
菊
半
裁
判
Ｕ
Ｖ
５
色
＋
ニ

ス
機
な
ど
を
有
し
、
製
本
・
加

工
は
中
綴
じ
ラ
イ
ン
、
無
線
綴

じ
ラ
イ
ン
に
加
え
、
折
り
機
、

型
抜
き
機
、
箔
押
し
機
を
備
え

て
い
る
。
同
社
の
製
本
業
務
は

中
綴
じ
が
無
線
綴
じ
の
2.5
倍
に

及
ぶ
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
は
小

ロ
ッ
ト
・
多
品
種
化
の
進
展
で

稼
動
率
が
低
下
。
中
綴
じ
製
本

作
業
に
２
、
３
人
の
人
員
を
要

す
る
な
ど
、
省
力
化
と
効
率
化

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　同
社
の
齊
藤
啓
一
社
長
は

「
か
つ
て
梱
包
作
業
は
担
当
４
、

５
名
に
よ
る
手
作
業
だ
っ
た

が
、
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｓ
か
ら
提
案
さ
れ

た
ク
ラ
フ
ト
自
動
包
装
機
導
入

後
は
1
人
で
作
業
し
て
も
定
時

内
で
終
わ
る
よ
う
に
な
り
、
大

幅
な
生
産
の
効
率
化
を
実
現
し

す
る
ほ
か
、
フ
ィ
ー
ダ
ー
積
載
の

作
業
が
効
率
化
し
、
省
力
化
が

可
能
に
な
る
。

　Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｓ
の
辻
重
紀
社
長
は

「
Ｈ
ｏ
ｈ
ｎ
ｅ
ｒ
社
の
後
加
工

機
は
操
作
性
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
な
ど
扱
い
や
す
い
設
計
が
特

徴
。
高
い
品
質
、
生
産
性
を
持

ち
な
が
ら
、
効
率
化
、
省
力
化

に
つ
な
が
る
設
備
で
、
お
客
様

の
労
働
環
境
の
改
善
に
貢
献
で

き
る
」
と
『
Ｈ
Ｓ
Ｂ

　９
．０

０
０
』
の
特
徴
を
説
明
。
Ｈ
ｏ

ｈ
ｎ
ｅ
ｒ
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
Ｐ
ｅ
ｔ

ｅ
ｒ

　Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｌ
ｌ
ｈ
ｏ
ｒ

ｎ
氏
は
「
今
回
の
設
置
は
ド
ル

ッ
ク
社
に
と
っ
て
も
極
め
て
重

要
。
Ｈ
Ｓ
Ｂ

　９
．０
０
０
の

柔
軟
性
と
幅
広
い
対
応
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
よ
り
、
新
し
い
事
業

分
野
と
用
途
に
参
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
述
べ
た
。

　記
者
発
表
会
で
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｓ
の

柳
川
尚
常
務
執
行
役
員
は
「
機

械
の
自
動
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
実
際
の
作
業
は
紙
質
、
紙

厚
、
サ
イ
ズ
な
ど
ジ
ョ
ブ
ご
と

に
異
な
り
、
人
手
に
よ
る
微
調

整
が
必
須
。
生
産
の
効
率
化
と

品
質
の
両
立
が
課
題
で
、
工
程

全
体
を
視
野
に
い
れ
た
設
備
選

択
や
仕
組
み
づ
く
り
が
非
常
に

重
要
に
な
る
。
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｓ
は
デ

中
心
に
ユ
ー
ザ
ー
と
メ
ー
カ
ー

が
相
携
え
て
研
究
し
、
併
せ
て

情
報
の
交
換
な
ど
を
行
い
、
会

員
企
業
の
発
展
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
組
織
。
今
回
は

東
西
両
ブ
ロ
ッ
ク
の
合
同
事
業

と
し
て
全
国
か
ら
約
80
人
が
参

加
し
た
。

　開
催
に
先
立
ち
、
挨
拶
し
た

シ
ス
テ
ム
会
の
原
健
之
幹
事

（
福
博
綜
合
印
刷
）
は
「
東
西

合
同
の
シ
ス
テ
ム
会
は
５
年
ぶ

り
と
な
る
。
開
発
さ
れ
た
新
機

能
と
交
流
を
深
め
て
多
く
の
情

報
を
持
ち
帰
っ
て
頂
き
た
い
」

と
開
会
挨
拶
を
述
べ
た
。
続
い

て
小
森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

持
田
訓
社
長
は
、
オ
フ
輪
を
と

り
ま
く
市
場
環
境
に
つ
い
て

「
現
在
、
日
本
全
国
に
は
約
１

１
０
０
台
の
オ
フ
輪
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。
チ
ラ
シ
需
要
が
減

少
す
る
中
で
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
需

要
対
応
な
ど
新
し
い
傾
向
が
み

ら
れ
る
。
ま
た
海
外
か
ら
の
引

ジ
タ
ル
プ
レ
ス
、
ワ
ー
ク
フ
ロ

ー
と
の
組
み
合
わ
せ
や
生
産
ラ

イ
ン
全
体
を
提
案
す
る
」
と
、

全
工
程
に
渡
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
提
供
を
説
明
し
た
。

　記
者
発
表
会
終
了
後
は
安
全

を
祈
願
す
る
修
祓
式
が
行
わ

れ
、齊
藤
社
長
が
Ｈ
Ｓ
Ｂ

　９
．

０
０
０
の
起
動
ボ
タ
ン
を
押
し

て
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ

　９
．０
０
０
が

起
動
し
た
。

き
合
い
も
増
え
て
い
る
。
こ
の

間
、
オ
フ
輪
は
損
紙
削
減
や
環

境
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
化
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

現
在
、
ピ
ー
ク
時
の
約
１
５
０

０
台
か
ら
１
１
０
０
台
に
設
置

台
数
が
減
少
し
設
備
再
編
が
起

こ
っ
て
き
た
。
本
日
の
実
演
で
は

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
需
要
な
ど
新
し
い

市
場
に
挑
戦
す
る
新
機
能
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　オ
フ
輪
の
市
場
要
求
、
環
境

対
応
、
実
演
内
容
、
レ
ト
ロ
カ

ッ
ト
提
案
の
説
明
を
行
っ
た
。

会
場
で
は
新
機
能
を
搭
載
し
た

Ｂ
縦
半
裁
シ
ス
テ
ム
35
Ｓ
に
よ

る
Ｂ
４
×
４
Ｐ
↓
Ｂ
５
×
４
Ｐ

ク
リ
ア
カ
ッ
ト
２
列
出
し
の
実

演
が
行
わ
れ
た
。
つ
く
ば
プ
ラ

ン
ト
の
工
場
見
学
会
の
後
に
小

松
秀
敏
幹
事
（
小
松
印
刷
）
が

挨
拶
し
、
交
流
と
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。

が
就
任
し
た
。

　退
任
挨
拶
で
林
田
氏
は
「
Ｄ

Ｓ
Ｆ
か
ら
得
た
影
響
は
大
き

い
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
会

の
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。
米
田
氏
は「
Ｄ

Ｓ
Ｆ
で
独
自
性
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
Ｏ
Ｄ
Ｐ
の
世
界
の
先

駆
者
と
し
て
、
会
を
ま
す
ま
す

発
展
さ
せ
て
頂
き
た
い
」
と
新

役
員
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
た
。

　新
会
長
に
就
任
し
た
白
橋
氏

は
、「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
し
て
Ｄ
Ｓ
Ｆ
か
ら
勉
強

し
た
。
世
代
を
繋
ぐ
役
割
り
も

あ
る
が
、
新
し
い
Ｄ
Ｓ
Ｆ
を
未

来
に
向
け
て
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　新
年
度
事
業
と
し
て
は
、「
Ｆ

ｒ
ｅ
ｅ
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
研
究
会
」「
営

業
戦
略
研
究
会
」「
Ｏ
Ｄ
Ｐ
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
研
究
会
」「
デ
ジ

タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究

会
」
の
４
つ
の
研
究
会
と
、
オ

ー
プ
ン
参
加
型
で
誰
で
も
参
加

で
き
る
「
経
営
者
の
会
」、
大

活
字
本
を
制
作
し
寄
贈
す
る

「
社
会
貢
献
活
動
」
の
６
つ
の

活
動
を
メ
イ
ン
に
行
わ
れ
る
。

　「Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
研
究

会
」
で
は
事
例
発
表
会
の
開
催

や
東
京
以
外
の
地
域
で
の
開
催

も
予
定
。「
営
業
戦
略
研
究
会
」

は
営
業
力
強
化
に
向
け
て
コ
ー

チ
ン
グ
を
採
り
入
れ
る
。
ま
た

「
Ｏ
Ｄ
Ｐ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
研
究

会
」
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
テ

ー
マ
に
活
動
を
行
う
予
定
で
、

「
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

研
究
会
」
は
最
新
技
術
を
学
ぶ

ほ
か
工
場
見
学
な
ど
も
行
っ
て

い
く
。「
社
会
貢
献
活
動
」で
は
、

こ
れ
ま
で
の
漢
字
・
英
単
語
・

世
界
の
国
旗
の
教
科
書
に
加

え
、
拡
大
ノ
ー
ト
の
制
作
に
も

取
り
組
む
。
４
社
の
新
規
入
会

が
あ
り
、
２
０
１
９
年
は
43
会

員
で
活
動
す
る
。

　総
会
の
後
に
は
富
士
ゼ
ロ
ッ

ク
ス
特
別
顧
問
の
栗
原
博
氏
に

よ
る
特
別
講
演
「
富
士
ゼ
ロ
ッ

ク
ス
と
私
」
も
行
わ
れ
た
。

た
。設
備
の
提
案
だ
け
で
な
く
、

時
に
は
既
存
の
設
備
で
も
よ
り

効
率
的
な
使
い
方
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
方
法
な
ど
色
々
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
る
」
と

述
べ
、
今
回
の
中
綴
じ
製
本
機

導
入
の
要
因
に
機
械
性
能
に
加

え
て
、
Ｆ
Ｆ
Ｇ
Ｓ
へ
の
信
頼
感

を
強
調
。「
社
員
か
ら
は
準
備

時
間
が
２
分
の
１
に
な
り
、
縦

積
み
フ
ィ
ー
ダ
ー
は
コ
ス
レ
の

心
配
が
な
く
大
量
に
積
載
で
き

る
の
で
、
経
験
を
積
め
ば
７
鞍

を
使
う
仕
事
で
も
１
人
で
こ
な

せ
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い

る
」
と
期
待
を
示
し
た
。

　中
綴
じ
製
本
機
『
Ｈ
Ｓ
Ｂ

　

９
．０
０
０
』
は
最
高
毎
時
９

０
０
０
回
転
の
生
産
性
を
持
つ

ほ
か
、
準
備
時
間
の
短
縮
に
よ

り
、
小
ロ
ッ
ト
か
ら
中
ロ
ッ
ト

ま
で
の
業
務
に
柔
軟
に
対
応
す

る
。
同
社
に
導
入
さ
れ
た
の
は

大
量
積
載
を
可
能
に
し
た
縦
積

み
フ
ィ
ー
ダ
ー
タ
イ
プ
。
導
入

後
は
準
備
時
間
が
半
分
に
短
縮

　小
森
会
の
オ
フ
輪
ユ
ー
ザ
ー

の
「
シ
ス
テ
ム
会
」
は
2
月
22

日
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
㈱
小

森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
つ
く
ば

プ
ラ
ン
ト
で
『
第
18
回
東
西
合

同
シ
ス
テ
ム
会
』を
開
催
し
た
。

シ
ス
テ
ム
会
で
は
新
機
能
を
搭

載
し
た
Ｂ
縦
半
裁
両
面
4
色
オ

フ
セ
ッ
ト
輪
転
機
「
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｍ
35
Ｓ

　Ｌ
Ｒ
―
４
３
５
／

５
４
６
Ｓ
Ⅱ
」
に
よ
り
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
チ
ラ
シ
（
Ｂ
5
×
４
Ｐ

ク
リ
ア
カ
ッ
ト
）
の
印
刷
実
演

が
披
露
さ
れ
、
オ
フ
輪
の
新
市

場
へ
の
取
り
組
み
を
提
案
し

た
。　シ

ス
テ
ム
会
は
小
森
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
ユ
ー
ザ
ー
会
で

あ
る
「
小
森
会
」
の
分
科
会
で
、

小
森
会
事
業
活
動
の
一
環
と
し

て
オ
フ
輪
に
関
わ
る
工
場
経

営
・
製
造
技
術
・
そ
の
他
種
々

の
問
題
を
実
務
担
当
責
任
者
を

　日
本
フ
ォ
ー
ム
印
刷
工
業
連

合
会
（
櫻
井
醜
会
長
）
は
、
３

月
15
日
ま
で
千
葉
県
八
千
代
市

の
㈱
ミ
ヤ
コ
シ
八
千
代
工
場
で

『
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
技
能
研

修
会
』
を
開
催
し
て
い
る
。

　同
研
修
会
は
フ
ォ
ー
ム
工
連

が
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
「
寺

子
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

で
「
技
術
力
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
も
の
。
１
回
３
日
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
４
ク
ー
ル
開
か
れ

て
い
る
。
座
学
と
実
技
か
ら
、

受
講
生
が
直
接
研
修
機
に
触
れ

て
学
べ
る
よ
う
に
毎
回
６
名
の

小
グ
ル
ー
プ
で
実
施
し
て
い

る
。
講
師
は
ミ
ヤ
コ
シ
と
、
昨

年
か
ら
フ
ォ
ー
ム
工
連
の
印
刷

技
術
指
導
を
行
っ
て
い
る
オ
フ

ィ
ス
知
識
の
知
識
三
富
氏
が
務

め
て
い
る
。
研
修
用
の
印
刷
機

は
、
30
年
前
の
ミ
ヤ
コ
シ
製
の

機
材
を
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
し
た

も
の
で
、
印
刷
の
基
本
を
余
す

こ
と
な
く
学
べ
る
。

　研
修
会
に
伴
い
、２
月
21
日
、

同
工
場
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー

ム
印
刷
技
能
研
修
会
」
の
報
告

会
が
開
催
さ
れ
、
フ
ォ
ー
ム
工

連
の
櫻
井
会
長
、
日
暮
秀
一
技

術
委
員
長
、山
口
実
専
務
理
事
、

大
平
直
木
業
務
委
員
長
、
知
識

氏
、
ミ
ヤ
コ
シ
の
宮
腰
亨
社
長

か
ら
研
修
会
の
狙
い
な
ど
が
語

ら
れ
た
。

　櫻
井
会
長
は
「
世
の
中
全
体

が
い
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
な

い
中
、
ど
こ
で
競
争
す
る
か
を

見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
モ
ノ
づ
く
り
』
で
は
、
標
準

化
し
た
も
の
を
皆
で
共
有
し
、

『
コ
ト
づ
く
り
』
の
部
分
で
世

界
を
相
手
に
勝
負
し
て
い
く
べ

き
だ
」
と
挨
拶
し
た
。

　知
識
氏
は
「
印
刷
の
ト
ラ
ブ

ル
は
、
原
理
を
知
れ
ば
防
げ
る

こ
と
も
あ
る
。
印
刷
の
現
場
で

長
く
働
い
て
い
る
方
は
、
高
い

技
術
を
持
っ
て
い
る
が
、
原
理

に
精
通
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
使
い
慣
れ
て
い
な
い
機

械
で
普
段
と
同
じ
よ
う
に
刷
る

こ
と
を
苦
手
と
す
る
傾
向
が
あ

る
。
原
理
を
知
れ
ば
、
ロ
ス
や

ミ
ス
を
減
ら
す
ベ
ー
ス
に
な
る

の
で
、
多
く
の
方
に
学
ん
で
欲

し
い
」
と
原
理
か
ら
学
ぶ
重
要

性
を
語
っ
た
。

　日
暮
技
術
委
員
長
は
「
フ
ォ

ー
ム
工
連
は
、
大
企
業
か
ら
中

小
・
零
細
企
業
ま
で
が
一
つ
に

な
っ
て
い
る
団
体
だ
が
、
若
年

層
の
技
術
力
不
足
と
い
う
共
通

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
フ
ォ
ー

　富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
㈱
の
ユ
ー

ザ
ー
会
で
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｄ
Ｓ

Ｆ
）
の
２
０
１
９
年
総
会
が
、

２
月
22
日
、
東
京
都
港
区
の
富

士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
東
京
」
で
開
催
さ
れ
た
。

役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
12
年
間

会
長
を
務
め
て
き
た
林
田
桂
一

氏
（
㈱
東
京
文
久
堂
）
お
よ
び

副
会
長
を
務
め
て
き
米
田
和
秀

氏
（
㈱
日
本
工
業
社
）
が
退
任
。

新
会
長
に
白
橋
明
夫
氏
（
㈱
白

橋
）、
新
副
会
長
に
生
島
裕
久

氏
（
㈲
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
）

ム
に
は
認
定
制
度
が
な
い
の

で
、
こ
れ
を
機
会
に
マ
ニ
ュ
ア

ル
な
ど
を
一
本
化
し
て
い
き
た

い
」と
今
後
の
展
開
を
述
べ
た
。

　報
告
会
で
は
、
受
講
生
が
白

イ
ン
キ
を
使
っ
た
ロ
ー
ラ
ー
ニ

ッ
プ
の
調
整
・
管
理
、
イ
ン
キ

の
練
り
や
刷
り
出
し
な
ど
を
学

ぶ
姿
が
披
露
さ
れ
た
。

記者発表会で左からFFGS・辻社長、ドルック・齊藤社長、
総北海・田村会長、ホーナー社・Schollhorn氏

研
修
会
実
技
指
導
の
様
子


